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幼児のライム意識と仮名文字読み習得の関連

垣花

目的

研究されている多くの言語において，音節の下位単位

であるライムに対する音韻意識の発達が読みの習得を予

測することが明らかとなっている(Goswami,１９９９)。ラ

イムとは，音節の母音と後半の子音（尼子音）を合わせ

た音韻単位である。例えば，／Print／という音節におい

ては，ライムは／int／である｡汗節の中にライムが含ま

れるということを自覚する能力がライムの音韻意識，あ

るいはライム意識と呼ばれる、このライム恵識の発達が

読みの習得と関わっていると考えられているのである。

これまで，この分野の研究の多くは，アルファベット言

語圏，特に英語圏での研究が際んであったか，近年では

アルファベット言語圏だけでなく，中国語のような形態

一音節文字体系を持つ言語圏においてもライムの音韻意

識の読み習得との関わりが指摘されている(Ｈｏ＆

Bryant，１９９７)。

しかし，日本語においては，モーラというライムとは

異なる音節の下位単位に関する音韻意識の発達が読みの

習得と関わりがあることが知られている（天野，1986)。

モーラとは，ＣＶ（Ｃ＝子音，Ｖ＝母音）を基本とし，これ

にｃｃｖ（二番目の子音は流音[j]に限られる)，単独の母

音(Ｖ)，音節の尾子音の位世にある鼻斉（Ｎ:撚音)，長音

(ｃｖｖ音節における後半のｖ)，それに促脊(Ｑ)を加え

たものである。日本語のぎ記体系である平仮名の一字一

字は，モーラに対応し，そのため平仮名の読み習得には

モーラの音韻意識の発達が重要だと考えられているので

ある。一方，平仮名の習得とライムの音韻意識との関わ

りに関しては，勘音文字の習得との関係が指摘されてい

るのを除けば（遠藤，１９９１)，研究はほとんど行われて

いない。しかし，中国語での知見は，ライムの音韻意識

真 郎＊

の発達か書記体系の形態を問わず，読み習得の前提条件

となる可能性を示しているとも考えることができる。本

研究は，ライム，モーラそれぞれに対する幼児の音韻意

識の発達が平仮名の読みの習得とどのように関わってい

るかを調査し，読み料得過栂に関わる青韻意識に書記体

系固有性が見られるかという問題を検証することを目的

とするものである。具体的には，ライム意識課題，モー

ラ意識課題，平仮名読み課題の３探題を平仮名習得の初

期段階に相当する幼稚|刺児に対し実施し，その３者がど

のような関係にあるかを検証する。

方法

被験児

東京都の私立保育園の年中クラス，年長クラスの児童

２５人（女児１２名，男児１３名)。月齢の平均は，６８ケ月

(レンジ５８ヶ月～７９ヶ月)。

手続き

モーラ意識課題，ライム意識課題，平仮名読み能力検

査をそれぞれの課題を一回ずつ，計３回に分けて，被験

児ごとに個別に実施した□はじめに２種の音韻課題を行

い，被験児のうち半分はモーラ課題を先に行い，もう半

分はライム課題を先に行った。各課題の所要時間は２０

分前後であったr，それぞれの探迦の詳細は以下の通りで

ある。

モーラ分解課題

Inagaki,Hatano,＆Otaka（2000)のモーラ分解課題

に準じた課題を行った。この課題は，絵カードで提示さ

れた語をモーラに区切って発音させながら，紙の上に書
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かれた丸の上をウサギの人形を跳ばさせるものである。

練習試行では実験者がやり方をカエルの人形を使って提

示し，被験児が誤ったときに訂正した。練習試行におけ

る教示は，以下のように行った。「今日は，言葉のお遊び

をします。このお遊びは，この絵の言葉と同じだけ丸の

上を跳べるんだよ。じゃあ，お兄さんのカエルさんが

やってみるね。力ｉ，に」（カニの絵をみせながら，丸を２

つ進ませる)。同様にして，練習試行４問（通常音節，促

音，播音，長音各1問ずつ）を行い，続けて本試行を１５

問（通常音節３問，促音，擬音，長音各４問ずつ）行っ

た。本試行においては実験者によるフィードバックは与

えなかった。各設問について正しくモーラ単位に分節し

て発音し，人形を跳ばすことが出来た場合には１点，そ

れ以外の解答をした場合には０点とした。満点は１５点

である。

ライム課題

Word-Spottingと呼ばれる音韻課題の一種を用いた。

これは，提示された単語に指定した語が含まれているか

どうかを判断させる課題である。ここでは，ライムの位

置に含まれるエンちゃん，アンちゃんという人形の名前

が，どの単語に隠れているかを判断させる課題となって

いる。練習試行における提示方法は以下のようにした。

｢今日はね，言葉のお遊びをします。＊＊ちゃんプーさ

んって知ってるかな？（くまのプーさんの人形を提示）

プーさんはね，自分の名前がいろんなものの名前の中に

かくれているのに気付いたんだよ。今から見せるものの

うち，どれの中に隠れているかわかるかな？」

練習試行ｌ：「プール」「ぶらんこ」「いちご」(絵カードを

提示）

｢そうだね。プールだね。これはね，プーさんの友達のエ

ンちゃんっていう子だよ。（エンちゃんという女の子の

人形を提示）エンちゃんもね，プーさんみたいにいろん

な物の名前に自分の名前が隠れてないかな，って探して

みたんだよ。＊＊ちゃん，エンちゃんと一緒に探してあ

げられるかな？今から見せるもの名前の中にエンって音

が隠れているよ｡」

練習試行２：「えんぴつ」「あひる」「てぶくろ」

｢そうだね。えんぴつだよね。今はね，名前の前の音にか

くれていたね。今度はね，後ろの方に隠れているよ。ま

た見つけられるかな？」

練習試行３：「ふうせん」「つみき」「おにぎり」

｢そうだね。ふうせんだれ。じゃあ，もうひとつやってみ

ようか｡」以下，同様の練習試行をｌ問行い，続けてエン
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ちゃんを探す本試行を５間行った。練習試行では実験者

による正答のフィードバックを行い，本試行ではフィー

ドバックは行われなかった。エンちゃんの課題が５試行

終了した後に，アンちゃんという別の名前の人形を提示

し，エンちゃん課題における練習試行３と同様の練習試

行をｌ間行い，続けてアンちゃんを探す本試行５問を

行った。試行の順番はエンちゃんの課題内，アンちゃん

の課題内で被験児ごとにランダマイズした。正答を正し

く選べた場合は１点，それ以外の解答をした場合は０点

とした。満点は１０点である。

平仮名読み課題

平仮名７１字（清音４６文字，濁音・半濁音２５文字）

の読みと，勘音６問，また単語読み課題，促音４問，長

音４問，犠音４問を行った。国蔽国語研究所(1972)に

従い，７１字の単独のひらがな読み課題において，清音

４６文字中，４０字以上読めた被験児のみ単語読み課題を

行った。単独文字読みについてはｌ字ごとに１点とし

た。単語読み課題の採点方法は，第１試行で，続けて完

全に読めた場合は３点，ｌ字ずつ拾い読みができ，その

あとでｌ語として続けて読めた場合には，２点，拾い読

みができるが続けて言えない場合１点，全く読めない場

合は，０点とした。勘音及び促音の単語読み関しては，

第１試行で，正しく読めた場合は２点，最初「ち，や｣，

｢き，つ，て」のように読み，そのあと正しく読めた場合

は１点，誤った読み方をした場合，あるいは全く読めな

い場合は０点とした。平仮名読み課題の満点は１１５点

である。

結果

モーラ課題を通常音節，長音，犠音，促音別に分析し

た。平均値は，それぞれ通常音節２．９２(s､..＝､28),長音

3.40(s､..＝.96),播音３．９２(s､..＝､40),促音１．９６(s､..＝

1.65)であった。満点は，通常音節は３点，それ以外は４

点であるから，促音以外はほとんどの子どもが満点に近

い点数を取っているということを意味する。ライム課題

の平均得点は５．５２点(s､..＝1.92)であった。この結果

は，チャンスレベルを有意に上回っていた(t(24)＝5.71,

ｐ＜０．０１)。

平仮名読み課題平均得点は72.52点(s､..＝36.40)で

あった。平仮名読み課題の得点と各音韻意識課題の相関

関係を分析した結果，以下のような結果となった、ライ

ム課題と平仮名読み能力検査の得点の間に統計的に有意

な弱い相関が検出された(r＝.40,ｐ＜,05)。モーラ分節課
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題は，被験児の成績が一様に高かったため，他の課題とめ，モーラ意識の発達を考慮した分析は行われていな

の関係を分析するに至らなかった。い、今後，より敏感に被験児のモーラ意識を測定する課

題の作成が必要である．
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条件性場所選好を用いたブラナリア(D"ggsjajbIpo"jca）

におけるモルヒネの強化効果

草山太一＊

目的

プラナリアとは無脊椎動物・扇形動物門・渦虫綱の総

称であり，系統発生的に最初に脳を有する生物と考えら

れている(Sarnat＆Netsky,1985)。このことから，プラ

ナリアを対象に精神依存性薬物の強化効果を検討するこ

とは，社会的に問題視されている薬物乱用の進化的な起

源を探る上で重要であるといえるoKusayama＆Wata・

nabe(2000)はドーパミン作用薬としてメタンフェタミ

ンを用いた条件性場所選好試験を行い，プラナリアにお

いてもメタンフェタミンの強化効果が認められたことを

示した。オピオイド受容体に作用し鎮痛薬として知られ

るモルヒネは，自己投与や条件性場所選好の手続きよ

り，サル(Deneau,Yanagita＆Seevers,１９６９)やラット

(Werner，Ｓｍｉｔｈ＆Davis，１９７６；Muchａ＆Iversen，

1984)においても強化効果を持つことが示されている。

そこで，本実験ではプラナリアについてもモルヒネによ

る強化効果が認められるかどうか検討する。

方法

被験体：プラナリアの中でも，ナミウズムシの"gesja

jZzpO"icα）４２匹を用いた。ナミウズムシは１４～18℃の

冷暗所内で，水道水を２～３日放置した汲み置き水を用

いて飼育された。毎週１回の割合で赤色ユスリカの幼虫

を与えたが，少なくとも実験開始３日間前からは給餌し

なかった｡

装置：直径９．５ｃｍのシャーレを４分割し，その底面に

汲み置き水に浸したろ紙(Whatman,＃l)と薬包紙（東

京日本油紙，白パラピン中型）を交互に敷き詰めて，選

好テストの観察区域を設定した。条件づけには別に用意

した仕切り板の入ったシャーレを用いた。これによって

条件づけ用のシャーレでは，被験体が自由に移動できる

場所は４分の１区画に制限された。被験体の動きは，


